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要　約

　本研究 の 日的は，基礎看護学実習 1の 目的 ・日標 ・方法見直 し後 の 8期生が，ど の よ うな技術を どの程度経験で

きて い る か，また，見 直し前後 の 技術体験 の 違 い の有無 を明らか に す る こ と で あ る ．対象 は
，

基礎看護学実習 1

を終了 し た
・
年生 85名で ，厚生 労働省 の 看護基礎教育 に お け る技術 教 育の あ り方 に 関する検討会報告書 に よる

「臨地実習に お い て 看護 学生が行 う基本的な看護技術の 水準」に 基 づ き作成 した本学 の 技術体験項目 の うち，水準

1に焦点をあ て ，技術体験状 況 を分 析 し
， 見直し前 の 7期生 と比較 した．そ の 結果 ，1．「必ず実施する援助」「機会

があれば で きるだけ実施 した い 援助」の 18項 目す べ て に お い て ，体験率が増加 して い た ．2．60％ 以上 の 学生が体

験で きた技術 は ，前回 の 4項 目 （バ イ タ ル サ イ ン の観察，清拭 ，療養生 活環境調 整 ， 移送）か ら10項 日 （バ イタル

サ イ ン の 観察，食事介助 ，清拭，療養生活環境調整，ベ ッ ドメ
ー

キ ン グ ・リネ ン 交換，ス タ ン ダー ドプ リ コ
ー

シ

ョ ン ，部分浴 ・陰部ケ ア
， 体位変換 ， 移送 ， 寝衣交換 など衣生活援助 ）に 増 加 し た ．こ の 結果 は

，
目 的 ・目標 ・

実習方法の 見 直しと それ に基づ く教員 ・指導者間の 連携 の 強化 による もの と考えられ る．

キ ーワ
ー

ド ：基礎看護学実習 ， 看護技術水準1，技術体験 ，看護学 生，実習指導

は じめ に

　医療技術 の 高度化，専門化 が 進 み
，

．一
方 で 医療安

全 の 重要性が緊急 の 課題 と な っ て い る 臨床現場で は ，

新卒看護師の 臨床看護実践能力 の 向上 が 強 く求め ら

れ て い る ．本学 に お い て も，社会に役立 つ 有能な看

護師を送 り出すた め に 技術 教育 の 強化 は重要 な課題

で あ る．基礎教育に おけ る看護技術 の 習得に お い て ，

臨地実習で の 実施体験 は きわ め て 重要 で ある ．また，

1 ・2年次 の 基礎 看 護学実習 で 生活援助技術を身に つ

ける こ とは，そ の 後段 階 を ふ ん で 領域別の 看護実践

力 を習得す る土 台 と な る ．こ の こ と を ふ ま え て ，

2004 年 に は，基礎 看護学実習 1 で の 技術体験の 実態

を学生 の 記録か ら 分析 ・検討 し た ，そ の 結果，学生

全 員が休験 で きた技術 は バ イ タ ル サ イ ン の観察の み

で あ り，技術体験 が少 な い こ と
， 急性期 ， 慢性期な

どの 実習 病棟 の 特微や学生個人に よ っ て 体験項目 や

体験回数に 差が大 きい こ と が明 ら か とな っ た．

　開学以 来，日常生活援助技術 の 体験 （実施 と見学）

は基礎看護学実習 1 の 主 な 目標 の ひ とつ で あっ た が ，

上 記の 結果か ら，基礎 看護学実習要項 （基礎看護学

実習 1 の 目的 ・口標 ・方法） の 見直 しが 必要で あ る

と考え られた．

　そ こ で ，2005年 3月 の 8期生 の 実習で は ，実習 目

的 ・目標を見直す と と も に
， 1必ず実施する 援助」 ・

「機会が あれば で きる だ け実施 し た い 援助」 を学生 ・

教貝 ・臨床指導者 に 明確 に 示す よ うに 変更 し た．本

研 究 で は，基礎看護i学実習 1 要項の 見直 し前 （7期生 ）

の 結果
1：

と，見 直し後 （8期生） とを比較検討 し，技

術 の 体 験状 況 に どの よ うな変化があ る か を明らか に

す る こ ととした．

　基礎看護学実習 1 の 概要に つ い て は，以 ドに示 す．

L 見 直し前 （7期生）の 円的 ・目標

　D 目的 ：看諺iの 対象で ある ク ラ イ ア ン トが医療施

設 に お い て ど の よ うな健康上 の 問題 を も っ て 生 活 し

て い る か，そ の 凵常 生 活援助 を どの よ うに看護 活動
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が 支え て い るか を，併せ て 見学 ・体験する こ とで 学

習効果をあげ る．

　2）日標 ：

　 （1）人 院患者 の 生活環境 を知 り，
どの よ うなニ ー

ズを持 っ て 日常生活を送 っ て い る か が わ か る ．

　 （2）患 者の 基本的ニ ー ドを満たすた め に必要 な凵

常生活 へ の 援助 を見学 ・体験する ．

　 （3）患者に 関わ る保健医療チ ーム と看護チ ーム の

関連 を知 る．

　 （4）患者 との直接的な関わ りを通 し て 看護 に 関心

が もて る，

2．見直 し後 （8期生）の 目的 ・目標

　1）目的 ：看護の 対象である患者お よ び患者をとりま

く環境 を理解 し，日常生活の援助技術を実践する．

　2） 日標 ：

　 （1）病 院 の 機 能 ・概 要を理解で きる ．

　 （2）入院患 者の 生 活の 場を理解で きる ，

　 （3）患者 と コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が で きる ．

　 （4）患 者 の 基本的ニ
ー

ドを満たすた め に必要な 日

常 生 活 の 援助 を実施で きる ．

　 （5）患者 との 直接的 なかか わ りを とお し て 看護に

関心 が もて る ，

　3．実習時期 ：1年次 3月

　4．実習時間 ：45時間

　5．実習方法 ：指導に あた る看護師とともに行動 し
，

　　 援助 を実施する ．

研究 目的

1．8期 生 の 基 礎看護学実習 1 に お ける
， 基礎看護技

術 の 体験状 況 （項目 ・回数） を明らか にする ．

2．基礎看護学実習要項 の 見直 し前 （7期生）後 （8期

生 ）の 体験 項 円お よび体験 回数の 違 い の 有無を明 ら

か にする．

研 究方 法

1．対象 ：

　 1）基礎看 護学実 習 1 を体験 した本学看護学科第8

期 生 94名 （1年生 ）に ，倫理 的配慮 と し て 実習終了

後 ・
成 績発表後 に，研 究 の 目的 ・趣 旨及び評価に は

全 く関係 な い こ と，個人 は特定 され な い こ と等を文

書及 び 口頭 で 説明 し，同意 が得 られた 85名を対象 と

した．

　2）7期生 85名 に 対 して 行 っ た基礎看護学実習 1 に

おける技術体験 の 分析結呆
”

2．期間 ：2005年 3月2日 一一4日．

3．方法 ：構成 的質問紙法

　 D 厚生労働省の 「看護基礎教育に お け る技術教育

の あ り方 に 関す る検討会報告書」で 示 さ れ た 「臨地

実習 に お い て 看護学生が行 う基本的な看護技術の 水

準」 に 基 づ き，本学の 技術体験項 目表を作成 ．

　2）D の 技術体験項 冂表に，学生 が 1 日の実習終了

ご と に 正 の 字で記入 した体験数 を
， 水準1に焦点をあ

て ，分析 ．

　 3）水準1の 技術48項 目中，基礎看護学実習 1 の 実

習方法 に示 した，「必ず実施する援助」お よ び 「機会

があれ ば で きる だけ実施 し た い 援助」 （資料1） の 18

項 目 に 焦点 をあ て ，前年度の 7期生 と比 較．

資料 1　 基 礎 看 護 学実習 1に お い て 実施 さ せ た い 援助 （8期生）

項 目 必 ず実 施する援 助

機会が あれば
で きるだけ

　 したい
’

1、バ イタル サイン の ， o

2，　 境 ． o

3 ，ベ ッドメーキン 　・「 ネン交 Q

4 ，清 式 Q

5 ，　　 浴 Q

6 ．入浴 ◎

7 ．篝 ◎

8 ．ロ　　 ア ◎

9 ．　 穴

◎

10．．衣交 Q

11，スタンダードブ 1 コ
ー

ション ◎
12．　 馳 o
13． O
舛．　 　

・
　 　 の 　 い 方 O

15．　 ム ツ O
16．　

’
○

17．”
一
の ○

18．　 ・
○

研究結果

1．8期 生 の 体験状況

　 1）全体 的 に み た技術 の 体験状況

　 学生 85人 の 体験結果は （表 1），バ イ タ ル サ イ ン の

観察が 85人 （100％）で ，唯
一

全員 が 体験 し て い た ．

以 ド，60％以 ヒの 学生 が体験 した技術は，食事介助

74人 （87．1％），清拭73人 （859 ％），療養生活環境調

整7〔〕人 （82，4％），ベ ッ ドメ
ー

キ ン グ ・リ ネ ン 交換70

人 （82 ．4 ％ ）， ス タ ン ダ
ー

ドプ リ コ ーシ ョ ン 66 人

（77．6％），部分浴 ・陰部ケ ア 62人 （72．9％），体位変換

60人 （70．6％），移送 （車椅子）57人 （67．1％），寝衣

交換な ど衣生活援助54人 （63．5％）の 9項 目で あっ た．

　体験率60％未満は，洗髪43人 （50．6％ ），オ ム ツ 交

換38人 （44．7％ ），整容 33人 （38．8％ ），歩行 ・移動の

介助27人 （31．8％），入浴介助20人 （23．5％），罨法等

身体 安 楽促進 ケ ア 18人 （21．2％ ），口腔 ケ ア 13 人

（15．3％）で あ り，体験 率10％ 以下 は，便器 ・尿器の

使 い 方 の 1項 目の み で あ っ た．
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表 1　1回以 上 実施 体験の あ る学生 数 （7期生 と8期生の 比較）

8　生 7期 生
体験内容

体験学生数 ％ 体験学生 数　 ％

バ イタル サイン の 観察 85100 ，085100 ．0
食事介助 7487 ．13440 、0
清拭 7385 ．9 7891 ．8
へ，ドメ

ー
キン グ・リネン交 換 7082 ．44047 ．0

療養生 活環境調整 フ082 ．46272 、9
スタンダ

ー
ドプリコ

ーション 6677 ．6 2 2．4
部分 浴・陰 部ケア 6272 ．97183 ．5
体位 変換 6070 ．65261 ．2
移送 （車椅子 ） 5767 ．16981 ．2
寝衣 交換 など衣 生活 援助 5463 ．553624
洗髪 435D ．64249 、4
オムッ 交換 3844 ．75868 ．2
整容 3338 、8 3 3．5
歩行

・
移 動の 介助 2731 、81922 ．4

入浴 介助 2023 ．52225 ．9
罨法 等身体安楽促進ケア 1821 ．2 6 7．1
ロ腔ケア 1315 ．32630 ．6
便　・　 の 　い 方 6 7．1 5 5．9

　2）学生個人別 に み た技術 の 休験状況 （表2）

　 18項 目中 10項 日以上 を体験 した学生 は51人 （60％）

で ，こ の うち最 多は ，15項 目を体験 し て い た 2人

（2．4％ ）で あ っ た ．次 い で ，14項 日6人 （7．1％ ），13

項 目5人 （5．9％），12項 目 11人 （14，1％ ），ll項 目13人

（15．3％），10項 目14人 （165 ％ ）で あ っ た．一
方5項

目未満 の 学 生は0人 （0％）で ，残る34人 （40％ ）は5
〜9項目を体験 して い た．

表2　個人別の 体験項 目数 と体験 回数 の8期生 と7期 生 の比 較

8期生 7期生
体 験 項 目 数

学生数 回
馳

学生
’

回数
15 2 49〜50 一 　
14 6 17〜48 1 26

13 5 20〜53 1 18

12 11 14〜65 3 17〜20
11 13 15〜61 4 22 〜34
10 14 18〜77 7 12 〜36
9 18 16〜46 2 17〜19

8 9 13〜22 10 9〜13

7 2 22〜30 16 9〜17

6 4 10〜15 17 7 〜17
5 1 10 12 6 〜18
4 一 一 7 6 〜16

3 ｝ 一 4 4 〜6

2 一 ｝ 1 3

最も多 く，次い で バ イ タ ル サ イ ン の 観察4回，療養生

活環境調 整 3回，食事介助 ， 部分 浴 ・陰部 ケ ア 各2回

で あ っ た．そ の 他，体験回数が 77回 と最多の 学生 は ，

ス タ ン ダ ード プ リコ ーシ ョ ン が 60回 と1つ の 項 冂に集

中し て お り，そ の 傾向は他 の 学生 に も多くみ られ た．

　
一

方，体験項目が 5項目 と最 も少な か っ た学生 C は
，

体験回数 も10回と最少で あ り，バ イ タ ル サ イ ン の 観

察6 回，移送 （車椅子）， 部分浴 ・陰部ケ ア
， 清拭，

洗髪が 各1回 で
，

ス タ ン ダ ードプ リ コ ーシ ョ ン の 記載

はなか っ た，同様 に 体験回数が 10回 と最小の 学生 D

は，体験項目数が 6項 冂で あ り，
ス タ ン ダー ドプ リ コ

ーシ ョ ン の 記載は な く，食事介助4 回，移送 （車椅子）

2回，お む つ 交換，体位変換 ， 入浴介助 ，
バ イ タ ル サ

イ ン の 観察各1回で あ っ た．

考 　察

1．全体的に み た技術体験状況に つ い て の要項見直 し

前 （7期生）後 （8期生 ）の 比較 （図 1
， 表1）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 図1　 技術体験状況

　また
， 個 人別技術 の 体験 項 目数 と休 験 回数 の 関係

を見る と
， 体験項 ［数が 10項 目以上 の 学 生 の 体験 回

数は
，

14回か ら 77回 と 開 きがあ り， 5−− 9項 目を体験 し

た学生 の 体験回数 も10回 か ら46囘 と開 きがみ られ た．

　個人の 休験状況をさ らに詳細にみ て い く と，15項

目 と最 も多か っ た 学 生 A ・B は
， 体験 囘数 が それぞれ

50回
・49 回 で あ り，そ の 内訳 は，学生 A は ス タ ン ダ

ード プ リ コ ーシ ョ ン が 20回 と最 も多 く， 体位変 換5回，

食事介助 ・バ イ タ ル サ イ ン の 観察各4 回，療養生活環

境調整 ・歩行 ・移動 の 介助各3回 で あ っ た．学生B は，

学生 A 同様，ス タ ン ダ ード プ リ コ ーシ ョ ン が 28 回 で

　本学が基礎看護学実習 1 で 実施させ た い 援助技術

と して あ げ て い る 18項 日は，い ずれ も 日常生 活 の 援

助 ，観察や 安 全確保 な どの 基本的 な技術 で あ り，こ

れ らの 項 目は 必ず 看護 師 ・教員 の 指導 ・監視 の もと

で 実施す る こ とを原則 と して い る．

　分 析の 結果，8期生全 員が体験 で きた技術 は7期生
丿

と 同様バ イタ ル サ イ ン の 観 察1項 冂の み で あ っ たが ，

60 ％ 以 Eの 学生が体験 で きた 項 目 は，7期生 の 4項 目

か ら，8期生 で は 10項 円に増加 した．バ イ タ ル サ イ ン

を除 く9項 冖 に つ い て 前回 と比 較する と，食 事介助 は，

前回の 34．1％ が 87．1％ に，ベ ッ ドメ
ー

キ ン グ ・リ ネ ン
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交換は 47％ が 82，4％ に ，部分浴 ・陰部ケ ア は49．2％ が

72．9 ％ に ，体位変換は44，7％ が 70．6％ へ とい ずれ も大

幅に増加 して い た．また ，清拭は 84％ か ら85．9％ に，

療養生活環境調 整は 73 ％ が 82，4 ％ に ，移送 は 64％ が

67．1％ に ，衣生活援助は49．4％ か ら63．5％ に ，それぞ

れ増加 し て い た ．特に清潔 ・衣生活援 助技術 に お い

て は，清拭，部分浴 ，入浴介助，洗髪，口 腔ケ ア ，

整容 ， 寝衣交換の い ずれ か を必ず体験する項 日と し

た こ とで ，学生全 員が い ずれか の 援助技術 を体験す

る こ とが で きて い た．

　 また，全 体 の 実施率は少 な い もの の ，入浴 介助

（21．1→ 23．5％），歩行 ・移動の 介助 （15．3→ 31．8％），

整容 （3．5→ 38．8％），オ ム ッ 交換 （23．5→ 44．7％ ），洗

髪 （31．8→ 50．6％）な どい ずれ も増加 して い た．口 腔

ケ ア ・罨法等身体安楽促進 ケ ア は，前 回は共 に 7％ で

あ っ たが，それぞ れ 15．3％ ，21．2％ と，どち らも増え

て い た．

　
一・

方，前回の調査 に お い て体験率が0％ で あ っ た ス

タ ン ダー ドプ リ コ ーシ ョ ン は，77．6％ に急激 に増加

した．こ の 要因 とし て ，前回は ス タ ン ダ
ー

ドプ リ コ

ーシ ョ ン の概念理解が不十分で あ っ たため と考 え ら

れ
1
’，
， 講義や実習 に お い て 知 識と実践 を統合 して い く

指導を強化 し た こ と に よる変化で あ る と考 えられ る．

しか し
， 中に は体験回数を0回 と記載 した学生が 19人

（22．4％）み られ た．こ の こ とは，未だ ス タ ン ダ
ー

ド

プ リ コ ーシ ョ ン の概念を正 し く理解で きて い な い 学

生が存在 して い る こ とを示唆 して お り，今後 も引 き

続 き指導を強化 し て い く必要性が 明らか に な っ た．

また，前回の 休験率が0％ で あ っ た便器 ・尿器の 使い

方は 7，1％ で あ っ た．

　 以上 の よ うに 18項 目 の 全 て に お い て 実施体験 率が

増加 し た の は，8期生 の 実習開始に あた り基礎看護実

習 1要項を見直 し，「必 ず実施す る 援助」，「機会があ

れ ば で き る だけ実施 した い 援 助」 を明示 した こ と に

よ っ て ，学生 や 担当教 員へ の 意識づ けは もち ろ ん の

こ と，病棟 の 臨床指導者 も こ の こ とを踏 まえた意 識

的な指導を し た結果 に よ る と考え られ る ．こ の こ と

は，多様な実習環境下 に お い て も，実習の 目的 ・目

標 ・方法を明確 に し，教員 ・指導者間の連携 を強化

す る こ と に よ っ て ，技術体験 を増加 し，学習 の 機会

を広げる こ とが可能で あ る こ とを示唆 して い る．

2，学生個人別に み た技術体験状況に つ い て の 要項見

直 し前 （7期生）後 （8期生 ）の 比較 （表2）

　 体験項目数の 最多は，7期生
21

が 14項日，8期生 15項

目で あ り，ほ ぼ 同様の 結果で あ っ た ．一
方，体験 項

目数 の 最小 は ，7期生 の 2項 目 に対 して ，8期 生 は 5項

巳と増加 して い た．体 験 回数 につ い て は ，7期生 は 3

回か ら36回，8期生 10回か ら77回 で あ り，7期生 ・8期

生 の い ずれ も個 人差が大 きい こ と は，同様で あっ た．

　基 礎看護技術 の習得方法 として ，科学 的根拠 に裏

付 けられ た技術 の 実 施を実習 で 積み 重ね て い くこ と

が重要で あ るが，前 回
ZI
お よび今 回 の 結果 をみる と，

体験項目が多い 学生 は ，比 較的 バ ラ ン ス よ くさま ざ

まな技術 を体験 で き て い る の に対 し，体験 項 目の 少

な い 学生 は，項 目数 ・体験 回数 と もに 少 な い と い う

結果で あ っ た．す なわち こ れ らの 少な い 学生 は ，多

い 学生 に 比 し，学習 の 機会が得 られな い 状況 にあ っ

た と言える．

　基礎看護学実習 1は，6病 院 18病棟 に分 かれ て実施

し，い ずれ も，急性期 もし くは慢性期の 病棟で あ り，

技術 を休 験す るか 見学 す るか は，患 者 の 状 態，学生

の 準備状況に よ り，指導者 ・教員が判断 して い る ，7

期生 の 結果 で は，体験 項 目の 多い 学生 は慢性期病棟

に集中 し，また ，体験 項 日の 少 な い 学 生 は 特定の 病

院 に 集中 して い た こ と か ら，患者 の 状態，病棟の 指

導者，教 員 の 考え方や指導体制 ， 学生 の 準備状況 な

どが，体験 の 個人 差を生 ん だ 要 因 と推察 され る．今

回の 調査 で は，病 院 ・病棟 別 の 分 析 ま で は 実施 して

い な い が ，こ の 結果 は，先行研 究 で 明 ら か に な っ た
，

体験 に よる学習 の 動 機付 けや，体 験 を重ね る中で 得

た充実感，達成感，自己成 長の 実 感な ど が得ら れ な

い まま実習 を終 r した学生が 8期生 に も存在 した こ と

を示唆 して い る． こ れ らの こ と か ら，基礎看護学実

習 1で の 技術体 験 の 少 な い 学生 につ い て は ，基礎看

護学実習 H に 向 け て ，事前 に 技術 の 習得状 況 を確認

し，指導を強化す る必要性が 明 らか に な っ た ．

結　論

L8 期生全 員が体験 で きた技術 は ，バ イ タ ル サ イ ン

の 観察の み で あ っ た．

2．60％以上 の 学生が体験 で きた技術 は ，7期生 の 4項

目 （バ イ タ ル サ イ ン の 観察，清拭 ， 療養 生 活環境調

整 ，移送）が ，8期生 で は IO項 目 （バ イ タ ル サ イ ン の

観察，食 事介助 ，清拭 ，療養 姥活 環境調 整 ，
ベ ッ ド

メ
ー

キ ン グ ・リ ネ ン 交換 ，ス タ ン ダー
ドプ リ コ ーシ

ョ ン ，部分浴 ・陰部 ケ ア ， 体位変換 ， 移送 ， 寝衣交

換 な ど衣生活援助）に 増加 した ，

3．基礎 看護学実習 の 見 直し後は，「必ず 実施す る援

助」 ・「機会が あ れ ば で き る だ け実施 した い 援助 」

の 18項 冂す べ て にお い て ，体験 率が増加 して い た．
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The　Analysis　of　Experiences　in　Practicing　Clinical　Technique　in　the　Fundamental　Nursing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Science　Practicum

一Comparison　before　and 　after 　Review　of 　Practice　Outline一

Sonoo　Miki
，
　Eiko　Koyama

，
　Miwako 　Nagata ，　Hiroko 　Joboshi

Abstract

　　The　aim　of　this　study 　is　to　reassess 　theψjectives，　the　goals，　and 　the　method 　fbr　the　fundamental　nursing 　science 　practi¢ um

（1），to　verify 　what 　types　of　the　skills　and 　how　far　students 　have　experienced 山e　skills
，
　and 　to　identify　the　differences　io　the

experiences 　of 　skills 　between　the　first　grade　students 　who 　completed 　the　practicum （1） after 　review 　and 山 e　second 　grade

students 　whc ） completed 　the　pracdcum （1）before　review ．　We 　f（）cused 　on 　Standard（1） of 　practical　items　of 　our 　school
「
s　to

ana 】yze　skj旺s　that　the　students 　experienced 　in　the 囗 ursing 　practicum．　Those　items　had　been　drとしw 皿 based　o パ
1The

　standard 　fbr

the　fund乱 mental 　nursing 　skills　in　the　clinical　training ”described　in　the　investigative　commission 　repc ）rt　of 　Health，　wealth

Labor　Minis廿y，　which 　is　related 　to　the　nature 　of 　the　educatkm 　for　nursing 　techniques 　in　the　fundamental　educati （〕n．　The

findings　were 　as　f（）llows；

　　1．The　objectives ，　the　goals，　and 　the　methods 　for　the　fundamental　nursing 　practicum   were 　reassessed ．　Through 　this

assessment ，　the　ooe 茄 cients　of　the　experiences 　increased　inthe　all　l8items　fbr　practical　program　including℃ ares 　without 　any

fail　to　be　practiced
門
，　
”Cares　that　are　desired　t｛｝be　practiced　ifpossible

四．

　　2．The　techniques ，　that　were 　experienced 　by　60％ of 　the　students ，　increased　from4　items（vital 　sign 　check
，
　dry　bath．

a 〔加 stment 　of 　the　environment 　of　lilb　in　hospital，　patient　transfer） to　lO　items （vital 　sign 　check ，　assistanoe 　with 　meals ，　dry

bath，　adjustment 　of　the　environment 　of　life　in　hospital，　bed　mak 血 g，　linen　exchange ，　standard 　precaution，　p飢 ial　bathe，　pubic
care

，
　changing 　position，　patient　transfer，　exchanging 　clothing 　including　gowns ）．

　　These　improved 　results　are　considered 　due　to　the　reassessment 　of 　the　objectives ，　the　goals，　and 　the　methods ，　along 　with 　the

enhanced 　partnership　between　teachers　and 　instuctors　based　on 　the　fi　ndings 　of 　this　analysis ．

Keywords ：Fundamental　nursing 　practice，　Nursing　technology　level　L　Technical　experience ，　Nursing　student ，　Practice　work
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